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和田川雨水地下貯留施設の運用について 
～和田川流域の浸水対策として運用を開始します!!～ 

 

 

  和田川流域の浸水対策のため、平成２４年度から工事を開始していた直径４.５

ｍ、長さ１,２４０ｍの雨水地下貯留管（松島本渡線・地下）と、その雨水を排水

するためのポンプ場の屋外工事など一部を残し主要な施設が完成し、雨水取込ゲー

ト、貯留管及びポンプ場を雨水貯留施設として令和２年１月１日から運用を開始し

ます。なお、ポンプ場全体の完成は３月末を予定しています。 

  これにより、岡崎・神前地区における浸水被害の軽減が図れます。（別紙参照） 

 

 

   

〇貯留管   直径：４.５ｍ 長さ：１,２４０ｍ  

貯留能力：１９,７２１㎥（小学校のプール約８０杯分） 

 

 

担 当 課  下水道施設課 

担 当 者 佐 向 

電    話 （073）435－1095 

内  線 ５３６０ 

資 料 提 供 

令和元年１２月２６日 
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浸水被害の軽減が図れる区域
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